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●
は
じ
め
に

ベ
ト
ナ
ム
で
は
、
一
人
あ
た
り
所
得

が
一
九
九
九
年
の
二
九
万
五
〇
〇
〇
ド

ン
か
ら
、
二
〇
一
二
年
に
は
二
〇
〇
万

ド
ン
ま
で
増
加
し
、
急
速
に
経
済
が
拡

大
し
て
い
る
（
表
１
）。
同
様
に
、
消

費
も
二
〇
〇
四
年
の
三
九
万
七
〇
〇
〇

ド
ン
か
ら
二
〇
一
二
年
に
は
一
六
〇
万

ド
ン
ま
で
増
加
し
て
お
り
、
Ｂ
Ｃ
Ｇ

（T
he Boston Consulting Group

）

の
予
測
で
は
収
入
一
五
〇
〇
万
ド
ン
以

上
の
中
間
・
富
裕
層
が
二
〇
二
〇
年
ま

で
に
三
三
〇
〇
万
人
ま
で
増
加
す
る
こ

と
が
見
込
ま
れ
て
い
る
。
一
方
で
、
農

業
の
近
代
に
と
も
な
う
残
留
農
薬
や
大

腸
菌
汚
染
な
ど
の
リ
ス
ク
が
一
般
青
果

物
で
高
ま
っ
て
お
り
、
所
得
水
準
の
向

上
し
た
都
市
部
の
消
費
者
を
中
心
に
、

食
の
安
心
・
安
全
性
へ
の
関
心
は
非
常

に
高
ま
っ
て
い
る
。
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
、

「
安
全
野
菜
」
と
呼
ば
れ
る
ベ
ト
ナ
ム

独
自
の
青
果
物
に
対
す
る
安
全
基
準
を

設
け
、
生
産
か
ら
流
通
ま
で
を
管
理
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
需
要
を
満
た
そ
う
と

し
て
い
る
が
、
消
費
者
に
と
っ
て
信
頼

で
き
る
流
通
経
路
の
構
築
は
困
難
を
極

め
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
近
年
政
策
的
に
進
め
ら

れ
て
い
る
生
産
者
と
消
費
者
の
直
接
取

引
、
シ
ョ
ー
ト
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
を
利
用
し
た
安
全
野
菜
の
流
通
の

現
状
と
課
題
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

●
安
全
野
菜
と
は

農
薬
の
使
用
量
が
年
々
増
加
す
る
な

か
で
、
ベ
ト
ナ
ム
政
府
は
一
九
九
〇
年

代
か
ら
農
薬
に
対
す
る
取
締
の
強
化
な

ど
の
対
策
を
行
っ
て
お
り
、
二
〇
〇
七

年
に
「
安
全
野
菜
」
の
生
産
に
関
す
る

基
準
を
定
め
た
（
二
〇
〇
八
年
に
改

正
）。
安
全
野
菜
と
は
、
政
府
が
定
め

る
安
全
性
基
準
に
従
っ
た
生
産
、
収
穫
、

処
理（
パ
ッ
キ
ン
グ
）を
し
た
野
菜（
葉

物
、
根
菜
、
食
用
花
卉
、
果
物
、
果
菜
、

き
の
こ
類
）
の
こ
と
を
指
す
。
安
全
野

菜
は
、
認
証
申
請
時
に
土
壌
、
水
、
生

産
物
の
サ
ン
プ
ル
検
査
を
行
い
、
重
金

属
類
な
ど
が
基
準
値
以
下
の
地
域
で
し

か
生
産
で
き
な
い
。
ま
た
、
使
用
で
き

る
化
学
肥
料
は
制
限
さ
れ
、
防
除
は

基
本
的
に
Ｉ
Ｐ
Ｍ
（Integrated Pest 

M
anagem

ent

）
を
実
行
す
る
こ
と
な

ど
が
規
定
に
定
め
ら
れ
て
い
る
。

●
安
全
野
菜
流
通
の
変
化

ハ
ノ
イ
市
に
お
け
る
安
全
野
菜
の
流

通
経
路
は
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
、

全
体
と
し
て
多
様
化
す
る
方
向
で
展
開

し
て
き
た
。
安
全
野
菜
と
い
う
制
度
が

導
入
さ
れ
始
め
た
一
九
九
〇
年
代
後
期

〜
二
〇
〇
〇
年
代
初
頭
に
か
け
て
は
、

生
産
認
可
組
織
（
株
式
会
社
、
農
家
グ

ル
ー
プ
な
ど
形
態
は
多
様
だ
が
、
そ
の

大
半
が
農
協
、
特
に
社
会
主
義
時
代
か

ら
制
度
的
に
体
制
移
行
し
た
組
織
。
以

下
「
認
可
組
織
」）
が
主
体
と
な
る
こ

と
に
よ
る
契
約
生
産
・
契
約
販
売
が
流

通
の
大
部
分
を
占
め
た
。
認
可
組
織
は
、

地
域
の
生
産
者
に
対
し
て
集
団
で
生
産

指
導
や
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
を
行
い
、

安
全
野
菜
の
生
産
を
計
画
的
に
行
う
。

流
通
は
、
認
可
組
織
が
生
産
者
か
ら
安

全
野
菜
を
集
荷
し
、
予
め
契
約
し
て
い

る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト（
以
下
Ｓ
Ｍ
）

な
ど
の
小
売
店
や
外
食
産
業
、
学
校
給

食
、
社
員
食
堂
な
ど
の
フ
ー
ド
サ
ー
ビ

ス
事
業
者
に
販
売
し
た
。
安
全
野
菜
の

契
約
生
産
・
販
売
は
、
当
時
の
Ｓ
Ｍ
の

ハ
ノ
イ
市
に
お
け
る「
安
全
野
菜
」

の
新
し
い
流
通
形
態

高
梨
子 

文
恵

表１　1人あたり所得および支出の推移

1999 2002 2004 2006 2008 2010 2012

所得

全体 295 356  484  636  995  1,387  2,000

都市部 517 622  815  1,058  1,605  2,130  2,989

農村部 225 275  378  506  762  1,070  1,579

支出

全体 397  511  792  1,211  1,603

都市部 652  812  1,245  1,828  2,288

農村部 314  402  619  950  1,315

（注）空欄はデータなし。
（出所）GSO．

ベトナム農業・農村の今日
特　　集
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勢
力
拡
大
と
時
を
同
じ
く
し
て
急
速
に

増
加
し
、
消
費
者
に
も
安
全
野
菜
が
浸

透
し
た
。
当
初
こ
う
し
た
認
可
組
織
に

よ
る
契
約
生
産
は
一
定
の
成
功
を
お
さ

め
た
た
め
、
政
策
的
に
は
安
全
野
菜
の

生
産
拡
大
が
志
向
さ
れ
た
。
認
可
組
織

を
介
し
て
産
地
へ
の
投
資
が
継
続
的
に

行
わ
れ
、
二
〇
〇
九
年
に
二
一
〇
五
ヘ

ク
タ
ー
ル
だ
っ
た
ハ
ノ
イ
市
内
の
安
全

野
菜
作
付
面
積
は
、
二
〇
一
二
年
に
は

三
八
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
ま
で
増
加
す
る
。

し
か
し
、
Ｓ
Ｍ
が
一
定
程
度
普
及
・

定
着
す
る
二
〇
〇
〇
年
代
、
Ｓ
Ｍ
に
よ

る
青
果
物
の
産
地
偽
装
事
件
が
相
次
い

で
発
覚
し
、
安
全
野
菜
の
購
入
先
と
し

て
Ｓ
Ｍ
が
次
第
に
信
頼
を
失
っ
て
い
く
。

同
時
に
、
慣
行
栽
培
品
と
比
較
し
た
場

合
の
価
格
差
や
、
販
売
さ
れ
て
い
る
場

所
が
限
定
さ
れ
て
い
る
と
い
う
利
便
性

の
面
で
の
デ
メ
リ
ッ
ト
が
ネ
ッ
ク
に
な

り
、
Ｓ
Ｍ
で
の
安
全
野
菜
の
取
扱
量
は

次
第
に
頭
打
ち
と
な
っ
た
。
安
全
な
青

果
物
へ
の
潜
在
的
需
要
が
高
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
信
頼
で
き
る
流
通
経
路
が

構
築
さ
れ
て
い
な
い
た
め
に
消
費
者
が

安
全
野
菜
に
ア
ク
セ
ス
で
き
な
い
と
い

う
問
題
が
生
じ
た
。
一
方
で
、
生
産
量

が
拡
大
す
る
な
か
で
流
通
が
滞
っ
た
た

め
、
認
可
組
織
で
買
い
取
ら
れ
な
か
っ

た
安
全
野
菜
は
生
産
者
自
身
に
よ
っ
て

自
由
市
場
で
大
量
に
販
売
さ
れ
る
こ
と

と
な
っ
た
。
組
織
単
位
で
認
可
を
受
け

て
い
る
場
合
、
個
人
で
は
安
全
野
菜
の

取
引
に
必
要
な
証
書
等
が
発
行
さ
れ
ず
、

生
産
者
が
個
人
で
販
売
す
る
場
合
、
生

産
基
準
を
遵
守
し
て
生
産
し
た
野
菜
で

あ
っ
て
も
、
安
全
野
菜
と
し
て
販
売
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
。
自
由
市
場
で
個

人
が
販
売
し
た
場
合
、
慣
行
栽
培
の
野

菜
と
同
様
の
流
通
経
路
、
価
格
で
流
通

す
る
こ
と
と
な
る
。

こ
の
よ
う
に
、
消
費
と
生
産
の
ミ
ス

マ
ッ
チ
が
二
〇
〇
〇
年
代
を
通
じ
て
拡

大
し
て
お
り
、
こ
れ
を
解
消
す
る
た
め

に
は
信
頼
性
・
利
便
性
が
高
く
、
か
つ

コ
ス
ト
が
低
く
押
さ
え
ら
れ
た
流
通
経

路
を
構
築
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

た
。
こ
の
課
題
へ
の
対
処
法
と
し
て
、

二
〇
一
〇
年
頃
か
ら
、
政
府
は
農
協
を

中
心
と
す
る
認
可
組
織
に
流
通
経
路
を

再
構
築
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
、
安
全
野

菜
の
普
及
を
は
か
ろ
う
と
し
た
。
具
体

的
に
は
、
商
標
登
録
な
ど
を
活
用
す
る

こ
と
に
よ
る
認
可
組
織
の
独
自
ブ
ラ
ン

ド
の
確
立
と
、
認
可
組
織
の
小
売
参
入

に
よ
る
生
産
か
ら
小
売
の
一
貫
管
理
体

制
の
構
築
と
販
路
の
拡
大
で
あ
る
。

こ
の
一
貫
管
理
流
通
は
一
部
で
実
行

さ
れ
た
が
、
認
可
組
織
の
大
半
を
占
め

る
農
協
は
、
も
と
も
と
協
同
生
産
を
主

体
と
す
る
官
製
組
織
で
あ
り
、
小
売
に

参
入
す
る
の
は
困
難
が
と
も
な
っ
た
。

各
組
織
が
市
内
で
固
定
店
舗
を
持
つ
と

な
る
と
、
借
地
代
や
人
件
費
な
ど
の
コ

ス
ト
が
非
常
に
高
く
、
維
持
す
る
の
が

難
し
い
。
特
に
慢
性
的
な
流
動
資
本
不

足
に
悩
む
農
協
に
と
っ
て
は
コ
ス
ト
面

で
課
題
が
大
き
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
近

年
で
は
一
貫
流
通
体
制
が
構
築
さ
れ
た

組
織
で
あ
っ
て
も
、
産
地
偽
装
問
題
が

表
面
化
し
、
こ
れ
ま
で
安
全
野
菜
の
流

通
の
中
心
を
担
っ
て
き
た
認
可
組
織
の

食
の
安
全
性
に
対
す
る
認
識
の
低
さ
が

露
呈
し
た
。
適
切
な
流
通
経
路
が
確
立

し
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
て
、
流
通
に

関
わ
る
主
体
の
意
識
の
低
さ
な
ど
が
問

題
と
な
り
、
消
費
者
の
安
全
野
菜
と
い

う
制
度
自
体
へ
の
信
頼
が
失
墜
し
つ
つ

あ
る
。
こ
の
制
度
を
主
導
し
て
い
る
政

府
に
と
っ
て
は
、
い
か
に
消
費
者
の
信

頼
を
取
り
戻
し
つ
つ
、
新
し
い
流
通
経

路
を
構
築
す
る
か
が
大
き
な
課
題
と
な

っ
て
い
る
。

●
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
ｓ
構
築
に
よ
る
新
し

い
安
全
野
菜
流
通

シ
ョ
ー
ト
フ
ー
ド
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー

ン（Short Food Supply Chains

：

Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
ｓ
）
と
は
、
生
産
か
ら
消
費

ま
で
の
流
通
経
路
を
短
縮
さ
せ
た
流
通

形
態
、
或
は
地
理
的
に
消
費
者
の
近
隣

で
生
産
さ
れ
て
消
費
さ
れ
る
流
通
形
態

を
指
し
、
も
と
も
と
は
農
業
の
近
代

化
、
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
や
大
量

生
産
・
大
量
消
費
を
目
的
と
し
た
広
域

流
通
へ
対
抗
す
る
た
め
の
社
会
運
動
と

し
て
登
場
し
た
。
近
年
特
に
有
機
農
産

物
な
ど
の
安
全
安
心
面
で
付
加
価
値
が

付
与
さ
れ
た
製
品
の
オ
ル
タ
ナ
テ
ィ
ブ

な
農
産
物
流
通
の
あ
り
方
と
し
て
注
目

を
集
め
て
い
る
。
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
ｓ
に
つ
い

て
は
、
先
進
国
に
お
い
て
は
様
々
な
形

態
が
あ
る
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
お
り
、

ア
メ
リ
カ
の
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
マ
ー
ケ

ッ
ト
や
Ｃ
Ｓ
Ａ
（Com

m
unity Sup-

ported A
griculture

）、
日
本
の
「
直

売
」「
提
携
」
な
ど
が
こ
れ
に
あ
た
る
。

こ
の
流
通
形
態
は
特
に
、
グ
ロ
ー
バ
リ

ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
な
か
で
小
規
模
な
家
族

経
営
を
保
護
す
る
意
味
で
非
常
に
重
要

だ
が
、
同
様
に
関
係
者
間
の
信
頼
関
係

が
構
築
さ
れ
る
こ
と
に
よ
る
食
の
安
全

性
へ
の
寄
与
も
大
き
な
も
の
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
み
て
き
た
よ
う
に
、
ベ
ト

ナ
ム
の
安
全
野
菜
流
通
は
、
契
約
生
産

と
い
う
閉
鎖
的
な
流
通
形
態
を
と
り
な

が
ら
も
、
マ
ス
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
対
象
と

し
て
き
た
。
し
か
し
、
前
節
で
述
べ
た

よ
う
な
課
題
が
顕
在
化
す
る
な
か
で
、

ハ
ノ
イ
市
で
は
近
年
、
後
述
の
安
全
野

菜
食
品
取
引
所
を
開
設
し
、
そ
れ
を
中

心
に
認
可
組
織
と
消
費
者
組
織
の
マ
ッ

チ
ン
グ
を
行
い
、
生
産
者
と
消
費
者
を

直
接
取
引
さ
せ
る
仕
組
み
を
政
策
的
に
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構
築
さ
せ
る
動
き
が
み
ら
れ
る
。

●
安
全
野
菜
食
品
取
引
所
の
概
要

二
〇
一
一
年
、
ハ
ノ
イ
市
は
民
間
企

業
と
共
同
で
安
全
野
菜
食
品
取
引
所

（
以
下
「
取
引
所
」）
を
市
内
に
設
置
し

た
。
設
置
の
目
的
は
、
安
全
野
菜
流
通

の
円
滑
化
、
広
告
、
消
費
喚
起
な
ど
で
、

具
体
的
に
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
上
で
の
認

可
組
織
お
よ
び
各
組
織
の
生
産
物
の
紹

介
・
広
告
・
販
売
、認
可
組
織
と
小
売
店
・

消
費
者
双
方
の
マ
ッ
チ
ン
グ
、
安
全
野

菜
生
産
流
通
（
特
に
小
売
）
へ
の
投
資

誘
致
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
運
営
の
方

式
と
し
て
は
、
初
期
費
用
や
運
営
資
金

の
一
部
は
ハ
ノ
イ
市
が
補
助
し
、
運
営

は
民
間
企
業
が
行
う
と
い
う
形
態
を
と

っ
て
い
る
。

●
取
引
所
を
介
し
た
流
通

取
引
所
を
介
し
た
流
通
経
路
の
概
要

を
図
１
に
示
し
た
。
流
通
拠
点
を
経
由

し
た
販
売
を
希
望
す
る
認
可
組
織
は
、

予
め
取
引
所
に
登
録
を
行
う
（
二
〇
一

三
年
現
在
、
ハ
ノ
イ
市
だ
け
で
な
く
近

隣
産
地
（
一
七
省
）
で
ハ
ノ
イ
市
に
む

け
て
農
産
物
を
供
給
し
て
い
る
約
一
〇

〇
の
団
体
が
登
録
）。
一
方
で
、
取
引

所
は
市
内
の
消
費
者
の
組
織
化
を
、
安

全
野
菜
生
産
の
推
進
主
体
で
あ
る
ハ
ノ

イ
市
植
物
保
護
局
と
共
同
で
進
め
て
お

り
、「
流
通
拠
点
（i

m
 phân ph

i

）」

と
呼
ば
れ
る
消
費
者
組
織
を
市
内
各
地

で
立
ち
上
げ
て
い
る
。
流
通
拠
点
は
、

地
域
や
会
社
な
ど
を
単
位
と
し
て
三
〇

〜
五
〇
世
帯
が
ま
と
ま
っ
て
で
き
た
も

の
で
、
グ
ル
ー
プ
で
認
可
組
織
と
取
引

を
行
う
。

取
引
所
は
、
こ
の
登
録
さ
れ
た
認
可

組
織
と
流
通
拠
点
の
仲
介
を
行
っ
て
い

る
。
認
可
組
織
は
週
に
二
〜
三
回
、
供

給
可
能
な
生
産
物
の
種
類
と
価
格
を
取

引
所
に
提
示
す
る
。
取
引
所
は
そ
れ
を

取
り
ま
と
め
て
一
覧
に
し
、
各
流
通
拠

点
の
代
表
に
通
知
す
る
。
代
表
は
拠
点

に
登
録
し
て
い
る
利
用
者
（
消
費
者
）

に
対
し
て
そ
の
情
報
を
提
示
し
、
前
日

ま
で
に
注
文
を
集
約
し
、
取
引
所
を
通

じ
て
注
文
、
当
日
認
可
組
織
か
ら
直
接

商
品
が
配
達
さ
れ
る
。
代
表
が
商
品
と

交
換
で
各
会
員
か
ら
集
金
し
、
次
回
の

配
達
時
に
認
可
組
織
と
の
間
で
精
算
を

行
う
。
価
格
は
、
登
録
さ
れ
て
い
る
認

可
組
織
が
自
由
に
設
定
す
る
こ
と
が
で

き
る
。
一
般
的
に
、
慣
行
品
よ
り
は
割

高
で
あ
る
が
、
市
場
と
比
較
し
て
安
定

し
て
お
り
、
安
全
野
菜
専
門
店
や
Ｓ
Ｍ

で
買
う
よ
り
安
価
に
設
定
さ
れ
る
こ
と

が
多
い
。
流
通
拠
点
は
取
引
す
る
認
可

組
織
を
ひ
と
つ
選
び
、
信
頼
関
係
構
築

の
た
め
、
基
本
的
に
は
長
期
継
続
を
前

提
と
し
た
取
引
を
行
う
（
一
度
に
二
つ

の
認
可
組
織
に
対
し
て
発
注
を
出
す
こ

と
は
で
き
な
い
）。
し
か
し
取
引
所
は
、

認
可
団
体
間
の
競
争
関
係
を
維
持
す
る

た
め
、
意
図
的
に
毎
回
、
各
拠
点
に
対

し
て
す
べ
て
の
認
可
組
織
が
供
給
可
能

な
農
産
物
の
種
類
と
価
格
の
一
覧
を
提

示
し
て
い
る
た
め
、
必
要
に
応
じ
て
拠

点
内
で
協
議
し
、
全
体
で
合
意
す
れ
ば

取
引
先
を
か
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
て
い
る
。

こ
の
シ
ス
テ
ム
は
日
本
の
生
協
な
ど

で
一
般
的
に
み
ら
れ
る
共
同
購
入
の
シ

ス
テ
ム
に
近
い
が
、
消
費
者
組
織
の
内

実
は
日
本
と
は
異
な
っ
て
い
る
。

●
流
通
拠
点
の
特
徴

こ
こ
で
、
流
通
拠
点
の
特
徴
を
、
ハ

ノ
イ
市
の
四
拠
点
を
対
象
に
行
っ
た
聞

き
取
り
調
査
の
結
果
か
ら
見
て
み
る
。

前
述
の
よ
う
に
、
流
通
拠
点
に
は
地
縁

を
基
礎
に
地
域
的
に
組
織
さ
れ
る
も
の

と
、
国
営
企
業
な
ど
の
会
社
組
織
の
な

か
で
組
織
さ
れ
る
も
の
が
あ
る
。
取
引

所
は
、
市
内
の
女
性
会
や
農
民
会
な
ど

を
対
象
に
、
安
全
野
菜
と
新
し
い
流
通

制
度
に
つ
い
て
講
習
を
開
く
な
ど
、
制

度
普
及
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
を

受
け
て
、
ハ
ノ
イ
市
女
性
会
で
は
拠
点

設
置
目
標
数
を
定
め
、
そ
れ
を
各
地
区

に
割
り
振
る
こ
と
に
よ
っ
て
拠
点
設
置

に
協
力
し
た
。
今
回
の
調
査
対
象
組
織

は
、
四
カ
所
と
も
、
こ
う
し
た
政
策
的

働
き
か
け
に
よ
り
地
域
的
に
組
織
化
さ

れ
た
も
の
で
あ
る
。

拠
点
の
代
表
に
な
っ
て
い
る
の
は
す

べ
て
公
務
員
を
定
年
退
職
し
た
女
性
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
に
は
一
五

〜
五
〇
人
程
度
の
利
用
者
（
消
費
者
）

が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者
は
概
ね

固
定
し
て
い
る
。
認
可
組
織
と
毎
日
取

引
を
行
う
拠
点
も
あ
っ
た
が
、
通
常
週

に
一
〜
三
回
で
、
一
回
の
注
文
数
量
は

三
〇
キ
ロ
程
度
と
な
っ
て
い
る
。
配
達

図 1　安全野菜食品取引所を経由した取引

③取引組織の決定、注文

②各
登録
組織
の出
荷情
報、

価格
一覧
表の
提示

①出荷情報、

価格の提示

④配達

⑤決済

（出所）聞き取り調査より筆者作成。
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場
所
は
、
代
表
者
の
自
宅
が
多
か
っ
た

が
、
地
域
の
集
会
所
や
地
域
の
中
心
部

に
あ
る
商
店
の
店
先
が
利
用
さ
れ
る
場

合
も
あ
っ
た
。
配
達
は
通
常
朝
に
行
わ

れ
る
た
め
、
午
前
中
に
荷
物
を
引
き
取

り
に
行
く
利
用
者
が
多
い
が
、
な
か
に

は
都
合
で
夕
方
ま
で
引
き
取
れ
な
い
人

も
い
る
。
す
べ
て
の
拠
点
で
冷
蔵
施
設

は
な
く
、
玄
関
先
な
ど
に
放
置
さ
れ
る

た
め
、
朝
に
商
品
を
引
き
取
れ
な
い
家

庭
の
場
合
、
こ
の
制
度
の
利
用
は
難
し

い
。ま

た
、
今
回
調
査
し
た
拠
点
の
な
か

で
、
こ
う
し
た
共
同
購
入
型
か
ら
出
発

し
、
農
協
の
直
売
所
が
開
設
さ
れ
て
い

る
拠
点
が
一
カ
所
あ
っ
た
。
代
表
者
が

多
忙
で
、
注
文
の
集
約
が
難
し
く
な
っ

た
た
め
、
地
域
内
に
簡
易
店
舗
を
設
置

し
、
取
引
を
行
っ
て
い
た
農
協
に
要
請

し
て
毎
朝
職
員
に
出
張
し
て
も
ら
い
、

対
面
販
売
を
行
っ
て
い
る
。
直
売
を
行

っ
て
い
る
農
協
の
販
売
価
格
は
取
引
所

に
提
出
さ
れ
た
も
の
と
同
じ
価
格
だ
が
、

こ
の
拠
点
で
は
登
録
さ
れ
て
い
る
地
域

の
利
用
者
だ
け
で
な
く
、
誰
で
も
利
用

で
き
る
た
め
、
客
層
は
多
様
に
な
っ
て

い
る
。

●
流
通
拠
点
利
用
者
の
特
徴

流
通
拠
点
利
用
者
五
名
に
行
っ
た
聞

き
取
り
調
査
か
ら
、
そ
の
特
徴
を
見
て

み
る
。
利
用
者
は
各
拠
点
の
代
表
者
が

勧
誘
な
ど
を
行
っ
て
組
織
さ
れ
る
た
め
、

代
表
者
を
中
心
と
し
た
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

で
構
成
さ
れ
る
が
、
今
回
調
査
し
た
五

人
の
う
ち
三
人
は
女
性
会
の
役
員
で
あ

り
、
拠
点
の
設
置
、
普
及
へ
の
女
性
会

の
深
い
関
与
が
う
か
が
え
る
。
ま
た
、

五
人
の
う
ち
、
拠
点
設
置
以
前
か
ら
安

全
野
菜
を
購
入
し
て
い
た
と
述
べ
た
の

は
二
人
の
み
で
、
そ
の
他
の
利
用
者
は

拠
点
が
設
置
さ
れ
た
こ
と
に
よ
っ
て
安

全
野
菜
を
利
用
し
始
め
て
お
り
、
こ
の

制
度
は
安
全
野
菜
の
新
規
顧
客
開
拓
に

一
役
買
っ
て
い
る
。
以
前
か
ら
利
用
し

て
い
た
二
名
は
、
拠
点
設
置
前
は
Ｓ
Ｍ

で
購
入
し
て
い
た
が
、
現
在
は
す
べ
て

拠
点
を
利
用
し
た
購
入
の
み
と
な
っ
て

い
る
。購
入
の
理
由
は
、「
品
質
が
良
い
」

「
出
所
が
は
っ
き
り
し
て
い
る
」
な
ど
、

取
引
さ
れ
る
野
菜
と
生
産
者
そ
の
も
の

に
対
す
る
評
価
か
ら
購
入
を
決
定
し
て

い
る
場
合
と
、「
取
引
所
を
経
由
し
て

い
る
か
ら
」「
ハ
ノ
イ
市
の
プ
ロ
グ
ラ

ム
な
の
で
」
と
い
う
、
制
度
に
対
す
る

信
頼
か
ら
購
入
す
る
人
の
二
つ
に
分
け

ら
れ
る
。

●
お
わ
り
に
―
制
度
的
課
題
―

こ
れ
ら
の
結
果
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、

こ
の
流
通
形
態
が
日
本
の
生
協
に
よ
る

共
同
購
入
と
大
き
く
異
な
る
の
は
、
こ

の
制
度
が
利
用
者
か
ら
の
自
主
的
な
動

き
で
は
な
く
政
策
的
に
展
開
さ
れ
て
い

る
点
で
あ
る
。
そ
の
た
め
利
用
者
の
安

全
野
菜
に
対
す
る
関
心
は
必
ず
し
も
高

く
な
い
。
ま
た
、
安
全
野
菜
に
対
し
て

需
要
が
あ
る
消
費
者
で
あ
っ
て
も
、
商

品
の
受
け
渡
し
な
ど
物
流
面
の
問
題
で

こ
の
制
度
を
利
用
で
き
な
い
な
ど
の
課

題
が
あ
る
。
流
通
拠
点
に
つ
い
て
も
、

今
後
継
続
的
に
運
営
し
て
い
け
る
か
ど

う
か
は
代
表
者
の
積
極
性
に
左
右
さ
れ

る
と
こ
ろ
が
大
き
い
。
今
回
調
査
し
た

拠
点
は
概
ね
運
営
が
順
調
に
行
わ
れ
て

い
る
が
、
な
か
に
は
廃
止
さ
れ
た
拠
点

も
多
く
あ
る
。
そ
の
大
半
は
、
代
表
が

運
営
に
か
か
わ
る
活
動
に
時
間
を
割
く

こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
の
が
原
因
で

あ
る
。
設
置
か
ら
二
年
間
は
政
府
か
ら

運
営
に
必
要
な
補
助
金
を
得
る
こ
と
が

で
き
る
が
、
最
終
的
に
は
代
表
者
が
取

引
の
な
か
か
ら
手
数
料
を
得
て
運
営
す

る
方
式
に
移
行
す
る
必
要
が
あ
る
。
現

状
で
は
補
助
金
を
得
る
た
め
に
拠
点
の

代
表
を
買
っ
て
出
て
い
る
人
も
お
り
、

手
数
料
制
で
運
営
が
継
続
で
き
る
か
ど

う
か
は
不
透
明
で
あ
る
。

ま
た
、
日
本
を
は
じ
め
と
す
る
先
進

国
に
お
け
る
Ｓ
Ｆ
Ｓ
Ｃ
ｓ
で
は
、
消
費

者
と
生
産
者
が
直
接
信
頼
関
係
を
構
築

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
生
産
者
、
消
費
者

双
方
の
食
と
農
に
対
す
る
意
識
が
高
ま

り
、
モ
ラ
ル
ハ
ザ
ー
ド
を
防
ぐ
な
ど
、

第
三
者
機
関
を
介
さ
ず
制
度
を
維
持
す

る
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
が
、
ベ
ト
ナ
ム

に
お
い
て
は
生
産
者
組
織
、
消
費
者
組

織
両
方
に
お
い
て
官
制
的
組
織
を
動
員

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
制
度
構
築
が
行
わ

れ
て
い
る
た
め
、
双
方
と
も
安
全
性
に

対
す
る
意
識
が
低
く
、
こ
う
し
た
機
能

が
働
き
に
く
く
な
っ
て
い
る
。
実
際
、

取
引
所
を
介
し
た
生
産
者
組
織
と
消
費

者
組
織
の
取
引
で
あ
っ
て
も
産
地
偽
装

が
報
告
さ
れ
て
い
る
（
取
引
所
で
の
聞

き
取
り
調
査
に
よ
る
）。

今
後
は
、
制
度
の
な
か
に
生
産
者
と

消
費
者
の
有
機
的
な
つ
な
が
り
を
ど
の

よ
う
に
組
み
込
ん
で
い
く
か
が
課
題
と

な
る
だ
ろ
う
。

（
た
か
な
し　

ふ
み
え
／
弘
前
大
学
農
学

生
命
科
学
部
准
教
授
）
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